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やl(t
年末年始の業務案内をいたします。なlこかとあわただしい年末、市役所窓口も20日を過ぎ

ると大変混み合います。必要書類や届出などの諸手続きは、早めに済まされるようお願いい

たします。なお、市役所各施設の電話番号l草、 4面に渇覇しましだのでご覧ください。
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ft89-1028 
附中野設備工菜所

fi88-0751 
(給仕辺晋工事
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(的成島註{有
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(知山谷電栴水道設(有
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4 般 業 務 12月28日(月)まで 1月4日(聞から

特 一般健康相談 12月21日(月)まで 1月11HI町b・ら

殊水質検査 12月21日明日まで 1月6日制から

業時内細雨検査 12月23BI制まで l月6日間から

す長
不要犬収容 12月24日(材まてF l月7BI村から
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。

@
漏
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全
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の
蛇
口
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。
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ー
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も
同
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い
れ
は
、
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こ
か

で
本
が
漏
れ
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い
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拠
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番

山
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修
理
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て
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臼
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水
な
と
に
よ
り
使
用
水
量
が
多
く

な
っ
て
も
、
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さ
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官 889131
天王台設{電工菜(衿}

宮悦 2567 
(印丹.J.j工業

宮田 7271 
(til 同国菅 l

日89-2455
(W時四誌[亀 i二菜

ft8o--253E 
(111岩井設{竜 L菜

官出 O.1~7 

(Il1 j， jf r訪 問
百 82-8111

(}lI ~71 岸設偽 c 菜
ft82 とれば11

(行)かくみや水道rli
官8Z-02t:i5

(旬円十j 設 i語
ftR-t--3416 

産;l;!設(完工菜 (11)
ft82-7020 

(旬渋谷拾合設備

ft8-l- -3:~30 

柑中村試情て菜
ft82-3423 

1・1
(針

1・2
t日

。 手 塚設 1韓併)

根戸、根戸新隠、船戸 1~3 丁目、台回 1~4T目、我孫子、我張子新田、自由 1~3 丁目、本町 1~3 丁目、

布施、丸寺家、つ(L 野 1~7 丁目、つ〈し野、湖北台団地( 3 号棟、 14~22号棟、 34~40号棟、 42~49号棟、

61~68号棟、 73号棟、 87~92号棟)

月・木
コース

若松、緑 1・2丁目、寿 1・2丁目、栄、泉、高野山、高野山新問、下ヶ戸、同発戸、問発戸新聞、都部、

並木 5~9 丁目、天王台 1~6 丁目、車我孫子 1 ・ 2 丁目、柴崎、湖北台団地 (1 ・ 2 号棟、 4~13号棟、

23~33号線、 41号練、 50~60号棟、 69~72号棟、 74~86号棟)

火・金

コース

青山、青山台 1~4 丁目、柴崎台 1~5 丁目、都部新田、湖北台 1~6T目、湖北台 8~10丁目、中皇、

中里新田、中峠、古戸、日秀、新木、新木野 1~4 丁目、布佐、布佐 1T 目、江積地、都、新々回、

棺島新回、大作新回、布佐下新由、浅間前新聞

水・土

コ ー ス

噛
部
躍
吋

4
2
~
輯
鐘
コ
ー
ス

1 ・3

(日)
389-1028 

併
用
L
用

開

1
E喝
円
四

※ 4月29日秘は火・金コースのみ特別収集

、:~ D印のところは曜日現び週を変更

関護霊童詰8 

担戸(白山ダ1)司ン 本町 1~3丁目 車載毘子い2T~ 知t台 1~6丁巨 つ〈し野 1~ 7T目 輩、皇 中峠 新木密地 淵t古団地

収 タウンを宮む)鹿戸 白山 1~3丁自 高野山、高野山新田 淵t台 8~10丁目 つ〈し野 書1・2丁目 中里、中里新田 あ勺き野団地

軒田 最い 2丁目 天王台 1~6T目 都留 久寺宰 並木5~9T自 古戸、自需 新木野2丁目

i闘摸京芽
集 台田 1~4丁目 提謀子新国 下ヶ戸 器部軒目 布施 {学園通1)、JR7 新本(団地を除() 布住、布佐lT自

船戸 1~ 3T目 若松 草埼(域下、妻子臣 同尭戸新田、問尭戸 青山、青山台 1~4 パートの各自i古書を 新木野1丁目(団地 器、江草地、軒々 田 京成スト7-十字路

@ま 1由 詫蒔子(字面通り、 の畠自治時む) 丁目 吉む) を除() 布佐下新田

で JRアパート、妻子 柴崎台 1~5丁目 相島新田、大作新田

⑮ ⑮ 離3昔、 決に
域 屈の各自給繰〈 浅間前新田
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日 日 L B B カ‘
ま、ままま まごら
で市ですで で 注 1

民 、 o 、 、 意月

年セ年 年 年(5 
会古ン 安台 委台 安台 t:! 日
lまタ I~ 立; は: きま
1 I いで

1 療{木 V だれと V 館マ時マでマ 1 で で
1 所日間きず診 j:E 2 渇か時 期@3 の な で
宮救いいに療意階所ら間 関体 1 問おす

急告。ご代 正 日 3 、、。
竺由わ 持金保 市午午 12救でテ 12
1 科せ 参は険 民 前 月急もレ月
3診 〈忘証 会 30歯おホ 29

日科知ン日

病院名 |診療科目|電話番号|住 所 |ll t霊主了士
所 し ピ 1

12・291我孫子つくし野病院|内・外巳耳庄児 I84-22日|っくし野13111 11 }j ~壬与
日 竺九竺竺

3o 1 我孫子中央病院|内外生腕叫児|時0171 I 湖北古4十 11 曜 E 竺 E
31 I宗lて会我孫千明|内 e外児叫.![出|世田661我孫子1851-1| 休

日
我孫子つくし野病院|内・外壁司.!!i.肥 I84-2211 Iつくし野131ーl| 当

番
2|平和台病院|内。外。塁。駈・匝・泊・児 I89-JJJ1 I布佐2195 | 医

31我孫子中央病院|内外出庄日 1 88-0171 1附什lI 11 

※内0 ・内科、外ー外科、児 小児科、脳外ー脳外科、脳…脳神経外科、

整…堅形外科、JlI"'!H'l科、泌泌尿器科、皮泌皮膚泌尿器科、産鱒

・産婦人科、耳耳鼻科、皮 皮膚科
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我
孫
子
駅
犯
口
告
齢
制
欝
駐
車
嶺
ガ
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
回
議
議
駐
車
場
は
県
下
で
は

2
番
自
の
地
下
式
.
抽
出
下

1
・
2

港

m
W
3
0
0
0耐
に

3
2
6
6台
の
邑
転
車
を
収
容
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
完
成
山
地
斜
年

3
月
の
予
定
で
す
。

本
的
議
が
ιmヴ
器
、
議
織
が
始
ま
っ

た
十
一
路
上
術
的
…
雑
木
林
を
の
ぞ
〈
と

滋
設
に
も
そ
れ
と
わ
か
る
カ
ラ
ス
ウ
リ

的
ぷ
い
閥
解
案
が
‘
い
く
つ
も
塗
れ
善
が

っ
て
い
る
の
が
訟
に
付
い
た
む

こ
の
果
実
は
、
時
間
山
抑
的
主
つ
な
情
肉

体
で
、
未
熟
な
も
フ
ち
は
ス
イ
カ
に
似
た

議
後
滋
が
克
ら
れ
る
が
、
熟
し
て
赤
〈

山
山
哲
7
る
川
市
援
は
、
大
件
市
絞

め
は
か
品
刊
行
…
・
燃
側
問
中
m
談
、

Mm
・

鈴
宇
治
前
内
総
均
'
秋
一
一
泊
中
附
炎
、

齢
制
鵠
・
山
川
ぬ
品
絞
り
b
氏
、
格
制
制

T
は
そ
れ
ぞ
れ
の
泌
総
院
が
今
後
的

役
総
や
終
漁
す
る
議
総
を
組
問
り
合

い
ま
す
。

ζ

の
中
で
大
井
市
一
哉
は
市

議
我
滋
め
て
い
る
総
合
計
滋
や
チ

ハ
典
出
出
品
静
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
る
や
鐙
で
す
a

放
映
時
間
闘
は
、
来
春
1
R
2
B

(
土
)
午
後
5
時
か
ら
1
時
開
問
、
ど

う
ぞ
ご
蕊
く
だ
さ
い
象

な
る
酬
明
に
は
補
え
公
る
。

ま
た
、
果
実
的
中
に
は
盛
一
同
時
弘
臨
め
叫
槻

子
が
で
き
る
が
、
カ
マ
キ
リ
的
頭
に
よ

〈
似
て
い
て
お
も
し
ろ
い

E

力
一
フ
ス
ウ
リ
は
、
サ
院
が
8
3
9
足
場

映
き
、
品
聞
が
糸
状
に
細
か
〈
裂
け
て
霊

れ
き
が
る
町
で
、
打
ち
上
げ
花
火
で
も

克
る
よ
ミ
ヲ
な
美
し
き
が
あ
る
泊

ま
た
、
こ
円
花
は
夜
丹
花
で
、
夕
方

を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
岐
き
、
翌
削
別
に

は
萎
ん
で
し
辛
う
一
夜
絞
り
の
は
か
な

い
命
で
あ
る
ロ

カ
子
ス
ウ
リ
は
官
邸
哨
削
同
織
物
で
、
山
慨
は

筑
前
槻
や
月
絞
小
川
刷
に
、
蹴
開
予
は
僻
肌
ん
燃
や

腕
ふ
め
に
、
開
湘
噺
刊
を
袖
酬
し
た
叫
H
は
火
燃

や
し
も
や
け
、
山
肌
繍
然
れ
な
ど
に
効
〈

工

事
長
、
議
議
子
の
本
来
春
語
る

千
葉
テ
レ
ビ
、

新
春
特
別
番
絡
で

リ

火

持

前

削

除

伐

を

均

七

紡
滅
的
、
淑
総
尚
一
地
絞
め
市

川
リ
中
山
閣
総
が
一
品
孤
立
亡
、

船
引
品
市
内
総
熊
谷
山
一
税
制
る

弘
月
子
山
静
ア
レ
ピ
的
絞
殺

市

1

特
別
誉
総
一
家
経
5

5

審
問
十
、
r
W
6
F
w
専
〉

甘
崎
新
首
主
来
華
仁
千
七
荷
d
h

鳴

が

来

年

1
月
2
誌
に

放
映
さ
れ
ま
す
。

完成は64年 3月

上
部
法
公
雷
、
地
下
式
で

我
叩
貯
サ
ナ
開
駅
ゐ
北
口
自
転
車
経
市
中
雌
憎
め
級
感
織
，

K
Lて
惜
別
[
、
山
悶
転
車
、
パ
イ

ぷ
火
が
、

H
m月
舘
穏
可
大
件
付
市
災
や
γ
ム
ク
約
4
6
0
0
A
M
{
仰
附
加
刊
似
年
日
開
汁
山
州

事
総
緩
和
鳴
ら
料
別
問
何
人
が
出
刷
機
し
、
北
口
問
機
校
~
骨
収
併
僻
し
て
い
ま
ナ
。
し
か

泳
柏
崎
援
一
融
緩
綴
務
総
鳩
山
内
9
務
総
判
、
行
し
は
州
側
附
険
機
事
激
的
滋
妙
じ
よ
り
後
例
制

わ
れ
ま
し
た
。

eM戦
車
戦
車
時
哨
内
移
転
が
余
儀
な
〈
h
d

数
枝
、
後
孫
子
総
晶
化
時
で
は
隊
出
則
的
眠
れ
て
き
た
た
め
、
約
転
車
駐
車
場
が
後

欄
執
務
綴
織
内
的
…
的
怖
を
波
紋
自
転
車
険
制
開
計
盟
国
械
事
畿
地
内
9
街
肢
の
公
邸
用
地

的
地
下
に
建
設
す
る
も
の
で
す
司

ご
め
自
転
車
駐
車
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク

…
一
リ
!
ト
造
り
地
下
2
階
、
総
床
面
時
間
は

れ

3
0
0
0
耐
で
収
容
台
数
は
3
2
6
6

広

台

総

工

事

費

は

6
倍
1
8
0
0
万
円

斗
で
、
僚
の
補
助
を
受
け
叫
年
3
月
に
ウ
一
九

れ
成
の
子
短
ぞ
す
q

ま
た
自
転
車
齢
車
鳩

山
む
の
主
は
ふ
末
、
公
悩
と
し
て
震

る
さ
紅
ま
寸
。

…
日
今
後
は
出
回
転
事
披
露
一
止
糸
削
減
芋

概

数

け

、

豪

農

号

な

〈

し

て

い

〈

協
d

判
舛
依
久
間
的
問
品
目
〉

く
幻
普
い
ω

総
け
山
山
が
な
さ
れ
な
い
と

不
利
織
を
守
つ
九
日
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
も
〕
絞
殺
く
だ
さ
い
ω

vmい
脅
わ
せ
悩
枇
総
殺
人
裕
社
係

陥
商
き
ん
が
病
気
や
ケ
W
H

で
絞
療
機
附
開

な
ど
芸
撮
を
受
け
た
甜
惑
は
、

Q
L

偽
州
銀
総
を
除
い
て
ろ
後
手
ん
が
州
出
入
し

て
い
る
絞
殺
係
険
か
ら
め
係
機
殺
と
、

削
問
機
款
が
市
か
ら
の
ね
腕
抑
制
金
寸
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
衡
を
は
、
劇
的
地
常
時
間

内
総
合
知
る
こ
と
C
健
闘
刷
づ
く
り
に
対

多
る
殺
泌
を
一
ぬ
め
て
い
た
ど
く
た
め
、

機
嫌
組
問
滋
知
合
機
織
し
ま
す
"

こ
の
際
機
綬
泌
知
を
品
開
会

ι、
馴
制
度

じ
対
す
る
然
解
を
深
め
て
い
た
だ
〈
止

ま
も
に
、
機
絞
め
大
切
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
日
間
明
か
ら
十
分
な
健
廠
智
巡

主
総
一
気
的
問
干
潮
発
見
、
自
ナ
期
治
療
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
泊

之

開
明
間
関
を
延
長
、
来
年
2
月
ま
で
O
K

vr 

9
丹
か
ら
ロ
月
ま
で
の
予
定
で
健
康

診
査
を
実
権
し
て
き
ま
し
た
が
、
受
診

者
が
少
な
い
た
め
来
年

zn月
ま
で
延
長

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幾
康
今
日
市
脅
す
る
こ
と
は
家
終
に
と
っ

て
本
幸
で
品
り
、
社
会
に
と
っ
て
も
大

き
な
説
先
で
す
。
図
即
時
的
人
間
同
ド
ソ
グ

者
救
額
一
し
な
が
ら
受
け
ら
札
な
か
っ
た
~

人
は
も
ち
ろ
ん
の
斗
と
、

夜
定
、
血
液
検
査

V
持
参
保
険
証
、
隠
康
F
核

V
貸
出
出
融
問
料

V
実
施
場
所
淑
淡
町
市
内
面
闘
機
機
時

LY
 

な
お
、
時
間
専
に
つ
い
て
は
、
各
府
闘
機

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
幸
い
ョ

H

保
線
セ
ン
タ
ー
H

け

vmい
食
わ
せ
糊
州
市
計
凶
側
線
街
路
除

指

臨調

緩滋滋聾

4
通
知
酷
吋
織
と
通
知
診
療
月

バ
ー
ド
ヵ
ー
と
ン
グ
は
本
部
工
銭
円

。
と
つ
。
本
を
叫
削
り
宅
彩
色
、
笑
物
そ

っ
〈
り
に
つ
〈
勺
た
本
彫
り
の
烏
の
こ

と
だ
a
g本
に
は
昭
和
一
均
年
、
一
ハ
ク

射
器
か
ら
パ

i
ド
カ
1
ピ
ン
ク
へ
」
と
、

鳥
録
保
護
的
見
地
か
ら
臼
本
鳥
類
保
護

漆
鐙
に
よ
市
て
総
介
さ
れ
た
。

市
内
山
泰
務
長
「
ん
は
、
円
ロ
本
的
パ
!
ド

カ
i
v
h
ン
グ
の
第
一
人
務
a

「
下
期
間
べ
が
大
変
企
ん
で
す
e

文
献

や
襟
本
を
議
べ
、
実
的
閣
を
閥
抗
察
し
て
ス

ケ
ソ
チ
を
椛
く
。
そ
れ
か
ら
製
作
で
す

か
ら
萌
張
っ
て
も
年
間
間
的
体
が
限
度
h

疑
問
が
あ
れ
ば
山
隙
鳥
頭
研
究
所
に

足
を
運
よ
。
そ
も
そ
も
向
山
さ
ん
が
浅

草
か
ら
殺
孫
子
に
持
り
仲
間
む
よ
、
q
p

に
な

っ
た
の
は
、
研
究
所
が
こ
ち
ら
に
格
絃

一

「
堅
い
木
で
鳥
の
や
わ
ら
か
い
怒
と

を
出
す
の
が
一
番
維
と
い

t

と
訴
す
。

w
ヒ
ナ
に
エ
サ
を
与
え
る
綴
偽
情
イ

J
畑
ぴ
た
つ
瞬
間
々
な
ど
、
向
精
め
…

瞬
的
表
情
を
k
ら
え
た
作
品
を
段
て

い
る
と
、
求
事
に
ホ
に
ゑ
泌
が
吹
き

込
ま
れ
允
よ
フ
。

ー
ん
時
日
苧
川
山
中
で
小
総
合
総
り
、

飢
義
叩
て
い
る
で
し
ょ
う
ぶ
議

に
ぽ
，
っ
く
に
つ
れ
、
向
M

分
が
議
ん
村
ん

よ
う
に
燃
え
て
〈
る
ん
で
す
よ
川

!
本
を
彫
る
て
い
心
が
み
た
た
か
く

な
る
。

自
分
が
何
か
の
形
に
な
る
め
を
、

本
は
喜
ん
で
い
る

4
?だ

彫
刻
家
で
詩
人
円
高
村
光
太
郊
の

詩
的
一
掃
だ
。
内
山
き
ん
も
毎
8
こ

ん
な
気
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
て
き
た
た
め
泊
絵
れ
て
い
て
は
調
査

も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

本
を
山
間
る
の
品
配
時
却
期
刃
と
自
分
で
改

良

i
た
品
閣
制
件
投
ヱ
土
期
的
グ
ラ
イ
ン

F

j
て
品
問
議
り
は
絵
筆
干
ど
ア
ク
リ
ル
的
問

園
内
で
ハ
打
、
主
総
そ
め
一
本
一
本
ま
で
駅
ゆ

り
、
塗
り
品
刀
け
ら
れ
た
除
。
聞
は
、
円
闘
を

議
づ
け
て
も
爽
特
と
阿
見
ま
が
う
ほ
ど
ョ

て
く
村
山
容
い
a

v対
貌
術
的
品
ハ
訟
の
紛
畿
以
上
め
湾
わ

た
だ
し
今
都
攻
燦
蹴
脱
出
ぴ
盗
を
受
け
た
万
、

及
び
社
会
保
険
本
人
ま
た
は
鞘
鳴
を
山
内
科

漁
協
中
的
万
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
か

V
健
診
内
容
診
察
‘
四
時
検
査
、
忠
一
注

鍵
療
診
一
変
実
施
医
療
描
世
間
関

送
人
同
体
緋
蹴
制
制
般
的
問
門
滑
な
級
殺
を
関
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中 野 監総l'宇里輯

役議経銭i軒家野3+21

秘 2118
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こ

ち言語Eまき喜喜! ⑩場。
験臼締 12月248C本)午後H害301 市民課の出張所として住民票、 0法務長室次結後〈望書誌をき〉かを主役幾

印鑑霊童録註明書、戸籍の謄・抄本 橋被持品貴重喜{総主毒殺にとこ援寄付文7おり

時所糊糊帥蹄 | を発行している天王台行政連絡所 ましだ。

砂問い合わ校殺湾議員会総務議:ti12即日Eから次のところに移転 。組合丘、!!!務島幸手議〈紛乙掛か

します。怠お、 12月29臼から 1河 ら故主主義重役B接言襲警護霊審議室設i之さ二ヨ

3Eヨぎでは年来年始の疋め事務を 内の寄僚主主まきりさ世し銭。

行いまぜん。(ffif三課〕 守主翼~t社主主ダンスサータ)[， 総数

砂穆転先 1)パ フォ ど![，1号室 子学'"ダンスサータ)lA法主主主王寺主主主

〈天王悼叙Iiス停留所f3U) 議長ty霊祭遂事著書墨金!とと 11ヨ向。〕襲撃

E閉ま1"1関 18意義主正<:努事墨書霊長童会

議接燃の議霊祭人主主禁罪主筆療のなめの申

議議議繋校長遺伝討し怠ければなりまぜん。

ぞろ護憲章菱総I謀、 議撃事露滋彦審議実務!と告を

iすがあり詳し主主。
郵姪愚からむお額い
苦手祭主夫1み 121'ヨ208まで仁3君主主

りやll:l子渋重量緩から軍事後五b従事ちi二ご

と3.2綴支lO襲撃{立がおりさまし払

。我孫子怒誌を霊浴室主文化祭実行幾

重量会緩から社会福泌総量走塁霊綴蓄基金

!こと4:53.1夜間、緩め議室量!こ<'::2

万1.103f号のE害問がありさましだ。

。8lD霊 祭く続本)tJ~う主語体罪事室撃

者獲社セこノヲ !とと57三河の怒{寸

11ありました。

。ボ イスカウト草壁孫子 1自治ブ

隊療だら福なのだめにとパザの

叙益金37雪印ooPlの寄付がありま

し足。

。高主会婦人部嫁から鎗祉のだめ

にとJ¥ザの収益金4日 707聞の

寄侍ガあIつましだ。

。みゆきあみ忘のブjしプ様から

福松のだめにとチャリティ の似

括主主2万 1.600円のE寄付があり苦

しだ。

。セブンイレブン我孫子柴崎的協

様白、ら手をつなぐ授の金にと6ふ02

ネ人口115.664人(+2.202人〉

5号58.140，人女57.524人

*世帯皇賞35.801世帯(+1.02釣埜宇野)
嘩市民箇傷銀河田i~台分車窓 87…3055
骨F官民図書書館布健会童書 89~131'1
畢市民館軍事態務童書殴欝直室 87…似00
骨 中央公民童書俊一05匂
母市民体爾童書 87…1155
骨喜富市i&i糧事務所 85-1171
曹弱体罪事寄著書議後センター 88 0141 
骨 つつじ慈 88-0123
申生活祭襲撃畿〈浄化事普)87-2379 

〈ゴミ)87-00おくし草壁)88-2547
@布佐再富近重量センター 89-3740
@天王台北近韓毒センター呂;
密主思ii台F官民センター 88…

沼和62年12月1日現在
〈対前年比〉

uく主ささい。

;襲襲警の鍛eみ窓さんへi
次o草案没者。う選室長のちにき幸iliJ宅

建まま設として喜重蕊30)三間五己主霊祭主f支

義設されさ聖zt.市役母j要事主主雲華字工会{係

!こお悪霊いされをさの上、告3ll"6F弓13
8cまと!こ李総会をお!NV)く主主さい。

さちこn~までにき奇想j宅怒金を受信し

骨市役所本庁 85 竹竹
曲つくし野支所 84-8801
骨湖北台支所 88ω28
嘩湖北支 所 88-2'，，1
骨布佐支所 89-2358
睡教育委員会 85 竹51
骨水道局 84-01汁
嘩消防署倒的得

骨少年センター 84-1関5
fltflj史蹟さん室主 85-248'
申保健センタ 87-1131 
e市民会 館 84←おい
母子告患霞寵館 84ー111む

炉重要事器 産除去手ヰ守主ヨ♀i露ち!こ

107フ

)[，く守主主2以上o襲警i場埋ま務停してい 令まま4ft'318怒ら60l'l'3河31日

さまでの器禁ご公務妖言号制、 選室長年金

等警の宝委員言擦苦言1:11，¥なくなコ芝万。品
器
豆

闘鶴一旦フ一

審
一
日
一

瞳一
1
一

市議会定幌会日程
総穂波浮言語A紛定例会i革、 12月

之総会さし位。

12伺16悶〔君oからの臼慢をお知

らぢしきます。

(;)12悶16回C7X)市政!こ勾ぜる一段

鶴岡

(j)12肉178(木)総務企爾常任委員

l>Eヨ華事 63ll"守汚守 81J事莞決行、 T-8善寺 63主主守手当22E当〈言語)tJら25

夜叉中止。守毒U8H幸45分えまら9H寺 8C尽〉

3Wまで獲得。 砂喜屋高号 E霊童事hd己主筆章受スギー器量

ゐ望書語耳 望事1乙君主中学校〈鰐望書会式〉 谷会実 2万7ぷooF号〈主主遜重筆、総

b著書級事寺 市 jミ 中学生3きょとFフ 主主費苓〉 セ紛菜撃しており喜安定まの耳切問〈

アミミリー〈守寿喜けooF号本一斉註・社 b葬聾主人畏 403 ささ"¥. 

家500戸t-申し込み・跨い会わt主 121'吾31 砂餓い合わ士重 警部紛議十喜朗懇親

惨事し込み 12Fヨ19Eヨ〈ヱー必重量 8Cフド・>lli着〉までに往装置ハガキで

さまでjこ寝静込手号車託(fち民障湾皇室、 ffi 8e戸号、 氏名、年産官、言言言語霧雲奇書記

没戸丹市E対話談室霊¥さき安主持iごE詩意〉

に:立主主繁華建設基記入し、毒害総測を添

えて事総事事務総¥F臣告主演市民翁談

袋、さ喜亥新へf号診してくださいo

h俗い君主おゼ f1jjj主体育査室宮(87)

き話8i語、 午書さ8時主.ul韮望書北

円の寄{寸ガありまレた。

。我孫子第三小学経PTT.緩から

告童書害者傷往の疋めにとパザーの収

益金の一部3万円の寄付がありま

会、社会衛生常任~扇会

@12ドヨ1日fヨ(金)文書置福祉常任委員

緩譲二仁;干、常ff繁華護会

ヨ21日(内)予事軍事事翼王将説委喜重
し足。

。宮前泰-@崇(並木)tJら並本保著書

院Iこと捻z;:の寄宿11ありましだ6

0ぜせらぎ短窓会主著から市民図書室

皇室iこと竺i司議集「努々羅支J第2祭

@12m28(~)議喜善後総務、討議、

車整然、 告書重量

惨問い合わせ市議議準務E事

総配布の際アンケート、議場葉筆者託行主主

い主主ザのでご協力くI::tお1，.，¥0

b応募資格小、中学、高桜定書専

惨応募内容女性の能力や役割に

ついて画定的!ご蓄えることを改善聾

するよう怠内容¢作文

験応募方法・問い合わ官邸ll"1

同20臼〈水・消印有劾〉まで!と 400

字詰際商用紙5校以内。謡、氏名、

生年月日、性別、住所、学侠名、

学年を明記し、〒260干葉市捻波

3の竹の3千葉婦人少年室哲0472

の害害翁1:1あつぎした。

覇 1坦G恒空I竺\~i/lI一一:で一一?一一一一!!!!，一一一匂一一一一一一紛鰍僻釦綴除釘一『苛忘欄吋一隅開議鵠蒙 1

舟

覇

で当明学校宮(88)2120

þ-~腕関口問16C水〉から30臼〈水)

惨語議所 災直白白線予震活ふあいる

!第2臨ジユニ殉涼大会l
b図書寄 63苦手?悶17Eヨ(悶〕午前9

8寺 (51)4347へ。

惨綴丹時間民体筒飽
あいさつはビューティフル

コミュニケーション
我旗手ffiPτA連事革協選会では

aあいさつl<iピユJ ティフルコミ

コ二三ケ ション道重11.を震関して

います。あいさつは人震防護本。

除機閤汲ぴ鯵旗]警豊 中学 I. 2"辛

言号町京、シ;ソ'/)[，:之、

ダブルスは5αJf1J。

t-嚇しあみ 院患い合わせ 8以j"'l

事己主護措おへ。ぷ、 単し込

惨事寺金 大人3.C(必手号、言語絞定以下

士辺び吹き主ElEllo主〉

軍入場費量発売所 重警護主号、北口

ひら11、ブッフλスズキ、 F宅井遺言

呂、石!"善光堂、あびこサピス

センヲ 、十 警喜重呂、ダイT

我孫子巴、ポピ、市民会館内売

屈むろガり、図書鶴湾1乙台分自室、

沼害認布lf分鑓、申央公民館、

〈抱そごうブラザ鱈6路、 1自信量産主

屋、丸井柏i5、駅手とうきゅラ)

力、、ノコ内はコンサ トのみ発向。

圏問い合わせ社会教育課

議線一語
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